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診療報酬調査専門組織口医療機関のコスト調査分科会からの報告

平 成 21年 フ月 29日

分科会長 田 中 滋

1.平成20年度医療機関の部門別収支に関する調査報告 (案 )

平成2o年 7月 16日 の中央社会保険医療協議会診療報酬基本問題小委員会に

おいて了承を得た平成20年度医療機関の部門別収支に関する調査め調査結果を

とりまとめたので報告する。

2.医療機関の部門別収支に関する調査の今後の方針について(案 )

本分科会における医療機関の部門別収支に関する調査の今後の方針(案 )につ

いて報告する。
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: 調査の概要

1.目 的                                             ´

・
「医療機関の部門別収支に関する調査J(以下「部門別調査]と いう。)は、平成15年度から平成19年度までに実施された「医療機関の部門別収支

に申する調査研究」において確立 `検証された診療科部門別収支計算手法を用いて、病院における医業経営の実態等を診療科別に把握し、社会保険診

療報酬に関する基礎資料を整備することを目的として実施したものである。

2.調査の対象                     ・                         .

病床種類が主に一般病床で構成されるDPC対象病院・DPC準備病院のうち、レセプ トデータをレセプト電算処理フォーマットで提供できる病院ま

たは「DPC導入の影響評価に係る調査Jの Eフ ァイルを提供できる病院を対象とした。

3.調童の種類と回答施設                   
。

部門別調査は、「一般原価調査」と『特殊原価調査Jの二種類の調査で構成される.「一般原価調査Jと は、病院における診療科別の収支を算定する

ための調査であり、診療科別収支を算定する全ての病院について実施する。また「特殊原価調査」とは、病院の中央診療部門 (手術・検査・画像診断)

における費用を各診療科に割り振るための係数 (等価係数)を作成するたゅの調査である。それぞれの調査施設数は以下のとおりである。     :

(1)調査施設数

① 一般鷹籠調査

190病院 127病院 66.1〕 96



② 特殊原優調査

15病院  1  14病 院   1   9"  _

(2)開設者・病床規模等

集計対象施設の開設者 (国立公立 。医療法人。その他豪)男J、 DPC対象・準備別、病床規模別の施設数は以下のとおりである。
‐ ※ 「その他」とは、公的 (日 赤、済生会、厚生連など)、 社会保険関連法人 (全国社会保険協会連合会、健康保険組合及びその連合会、

合及びその連合会など)、 その他 (公益法人、社会福祉法人、医療生協など)である。

①一般原価調査

② 特殊原価調査

4.調査対象期間  ′

(1)一般原価目査             .
平成 20年 10月            :           ・

(2)特殊原薔調査
‐平成 20年 4月 ～平成 20年 10月 のうち10月 分 (必須)と 、遡つてデータ提出可能な期間

共済組



H 調査内容              
 `   ‐

1.診療科部門別収支の計算方法

部門別調査はご病院全体の収益・費用の金額を、最終的に入院部門、外来部門の各診療科単位に割り振り、診療科別収支 (入院・外来ごとの診療科

別収支)を把握するものである。

. 病院の診療科や部署 (病棟、外来診療室、手術室、医事課等)を 「入院部門」「外来部門J「 中央診療部門J「補助・管理部門」の 4部門に分け、そ

のうち「補助・管理部門J「 中央診療部門Jの収益・費用を段階的に「入院部門」「外来部門Jの各診療科に配分する「階梯式配賦」という手法を用い

て、診療科別収支を算定した。

2.計算単位

部門別調査では、全病院共通のレセプト電算処理システム用診療科 (以下「レセプト診療科」という)単位で収支を計算した。また、レセプ ト診療

1     科での集計と同時に、類似するレセプト診療科をまとめた再集計用の「診療科群」を設け、「診療科群J単位でも集計を行つた。

|  (た・共理濯∬筆ムとぉりである。|

帯輔懸鍮碑馨蜘蒔鶏騨蹴響噛爾織輝暁褐欝職ゝ
内 科 胃腸科 美容外科 皮膚科 婦人科 麻酔料

精神科 循環器科 脳神経外科 泌尿器科 眼科 (欠 )

神経科 小児科 呼吸器外科 性病科 耳鼻いんこう科 心療内科 :

神経内科 外 科 心臓血管外科 こう門科 気管食道科 アレルギー科

蝉 撃形外科 小児外科 産婦人科 (ピ

'こ

) リウマチ科

消イu凛科 形成外科 皮膚泌尿器科 産科 放射線科 ンゼカたツシ料

(2)診療科群

再集計用の「診療科群Jと して以下の 11の診療科群を設定した。各診療科群にどのレセプト診療科を含めるかについては、調査票で以下の設定を

例示し、それに基づき各病院が自院のレセプト診療科の診療内容等により判断して再設定する方法をとつた。

1 内科群 内科・神経内科・呼吸器科。消化器科・胃腸科・循環器科。心療内科・アレルギー科・リウマチ科

小児科群 小児科

精神科群 精神科・神経科

外科群 外科・形成外科・美容外科・脳神経外科・呼吸器外科。心臓血管外科・小児外科・皮膚泌尿器科・泌尿器科。こう門科

整形外科群 整形外科・リハビリテーション科

産婦人科群 産婦人科・産科 。婦人科

眼科群 眼科

耳鼻いんこう科群 耳鼻いんこう科・気管食道科

皮膚科群 皮膚科。性病科

麻酔科 群 麻酔科

放射線科群 放射線科

5



3_ 汁目

病院会計準則に則つた損益計算書様式で lヵ 月分の損益の記載を求め、

れる内容は以下のとお りである。

4.調査種類と内容

H:計 算結果 (概要 )

1.基礎数値

(1)一般原価調査対象施設数等

①病床規模別     _

科目毎に定めた基準により収益 。費用を各診療科に計上した。各科目に含ま

入院診療収益、室料差額収益、外来診療収益、保健予防活動収益、受託検査・施設利用収益、その他の医業収益、保険

等査定減

医薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、給食用材料費

給料、賞与(賞与ラ1当金繰入額、退職給付費用、法定福利費

検査委託費、給食委託費、寝具委託費、医事委託費、清掃委託費、保守委託費、その他の委託費

減価償却費、器機賃借料、地代家賃、修繕費、固定資産税等、器機保守料、器機設備保険料、車両関係費

その他の医業費用 研究研修費、経費、控除対象外消費税等負担額、本部費配賦額

受取利息及び配当金、有価証券売却益、運営費補助金収益、施設設備補助金収益、患者外給食収益、その他の医業外収

益

支払利息、有価証券売却損、患者外給食用材料費、診療費滅免額、医業外貸倒損失:貸倒引当金医業外繰入額、その他

の医業外費用

レセ電算ファイル・Eフ ァイル・Dフ ァイル (Dフ ァイルはDPC対象病院のみ)等の収集、病院毎の部門設定、病院

全体の収益
「

費用を各診療科に割り振るための基礎数値 (病院全体の収支、患者数、職員・勤務状況等)調査

手術・検査・画像診断部門の各診療行為別の資源投入量 (給与費等)調査



2_留意事項

(1)表示区分

集計対象病院の医業収益 。医業費用等の平均値を、以下の区分で表示した。
・・主要なレャプト診療科別 (入院外来合計の病院数が 50以上の診療科のみを表示)

。レセプト診療科別 (入院外来合計の病院数が 10以上の診療科のみを表示)

・診療科群別

(2)外れ値の除外

平均値の集計にあたつては、以下の基準のいずれかに該当する病院を除外した。

① 医業収益が極端に小さい病院         _
診療科毎、入院 。外来毎の医業収益が 50万 円以下の病院

② 収支差額比率が他の病院と比べて極端に大きい (または小さい)病院

診療科毎、入院・外来毎の収支差額比率の分布を表す箱ひげ図1(右図)において、

その値が内境界点を超える病院 '                       '
③ 延べ入院・外来患者数が当該病院の収益規模と比べて極端に多い (または少ない)病院

診療科毎、入院・外来毎に算定した「患者一人三日あたり収益」の分布を表す箱ひげ図 1

_ において、その値が内境界点を超える病院

箱ひげ園 (説明)

一 中央饉
~25ハ tセ

"イ

ルロ   '

~内
境界点内での最小腱

1箱ひげ図とは、データ解析で用いられる図的表示方法のひとつである。箱ひげ図の箱の下端がデータの第 1四分位 (25パーセンタイル値)、 上端がデータの第3四 分位 (75
パーセンタイル値)、 箱の中の線が中央値 (50パーセンタイル値)を示す。箱の上端、下端から箱の長さの 15倍を足した値が内境界点であり、通常それを超える値を外れ値
とする。

8

3.収支計算結果

(1)主 要なレセプ ト診療科別収支の状況

① 主要なレセプ ト診療科別収支の状況 (入院 )

② 主要なレセプ ト診療科別収支の状況 (外来 )

＼ ＼ ヽ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ヽ ＼ ＼

③ 主要なレセプ ト診療科別収支の状況 (入院・外来計)

戯
”

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼



(2)i診療科群別収支の状況

① 診療科群別収支の状況 (入院)

精神科群 放射薇科瞬

凛ω̈ 繊ｍ̈ はい̈
凛ｍ一

輝∞̈

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

② 診療科群別収支の状況 (外来 )

精神科群 耳鼻いんこう■4群

ｍｍ̈ ｍｍ̈
金額(円 )

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

③ 診療科群別収支の状況 (入院・外来計 )

精神14瞬 産婦人科群

継ω̈
撫∞一

繊ｍ̈ は０一
繊ｍ̈ 樹ω̈

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

(3)開 設者別収支の状況 (全診療科合計 )

峰
卜 員

卜m

峰

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼
＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

(4)病床規模別収支の状況 (全診療科合計 )

・
Im l需 〕

1と こコ ,3411● 0

I¨
卜・ ■

ト ロ

卜=「

卜■●・ コ

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼
＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼
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(5)DPC対象・準備病院別収支の状況 (全診療科合計)

IV 計算結果 (集計 )

1.レセプト診療科と診療科群の対応

卜11
1綸

与 贅

1螢

“

ロ

卜・ 口
“
贅

lその性E■
'用

|｀
｀ヽヽヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

＼ ＼ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼

ヽ ＼ ヽ ＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

7

レセプト診療科   (n数 )

病院が選択した診療科群と
その割合

レセプト診療科   ln数 )

病院が選択した診療科群と
その害1合

内 科 内科群 100% 皮膚 科 皮膚科群 100%

精神科 精ネ申科群 100% 泌尿器科 外科群 92%、 内科群8%

神経科 5 精神科 群60%、 内科群40% 性病科

神経内科 内科群 100% こう門科 5 外科群 100%

呼吸器科 内科群 98%、 外科群2% 産 婦人科 産婦人科群 100%

消化器科 内科群 93%、 外科群7% 産 科 5 産婦人科群 100%

胃腸科 3 内科群100% 婦人科 産婦人科群 100%

循環器科 内科群100% 眼 科 眼科群99%、 外科群1%
小児科 小児科群100% 耳鼻いんこう科 耳鼻いんこう科群100%

0 外 科 外科群 100% 気管食道科

1 整形外科 整形外科群 99%、 外科群 1% (欠 )

2 形成外科 外科群92%、 整形外科群8% 放射線科 放射線科群 100%

3 美容外科 麻酔 科 麻酔科群97%、 外科群2%、 内科群1%
4 脳神経外科 外科群95%、 内科群5% (欠 )

5 呼吸器外科 外科群 100% 心療 内科 内科群75%、 精神科群25°/0

6 心臓血管外科 外科群 98%、 内科群2% アレルギー科 内科群 100%

7 小児外科 外科群 100°/。 リウマチ科 内科群 100%

8 皮膚泌尿器科 1 皮膚科群100% リノ`ビリテーション科 整形外科群93%、 内科群7%

(注 )「 レセプ ト診療科」 と「診療科群」の対応づけは、病院の判断により実施 した。



2 収支計算結果 (レセプト診療科別)

(1)入院 (レ セプト診療科)

級０̈ はい̈
織ｍ一

凛ω̈

1材
料贅

|お与費

1晏

"贅
1最 口関係贅

lその地E彙 費用

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼
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(3)入 院・外来合計 (レセプ ト診療科 )
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3 収支計算結果 (診療科群別 )

(l)入 院 (診療科群 )
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(2)外 来 (診療科群 )



(3)入院・外来合計 (診療科群 )

椰ω一
“ｍ一

継０̈ 概い̈
戯
呻
¨

“
て
町

撫“一
は０̈

峰
I管夕■

l曇雛員

峰

＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼
＼ ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

4.収 支計算結果 (主要なレセプト診療科別、開設者別)
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(3)小 児科

(4)外 科

(5)整 形外科

(6)脳 神経外科
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(7)皮 膚科

(]0)眼科
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(11)耳 鼻いんこう科
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5 収支計算結果 (主要なレセプ ト診療科別、DPC対 象 。準備病院別)
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(2)循 環器科



(3)小児科
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(l])耳鼻いんこう科

(12)放射線料
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6 (再 掲)透析部門・健診部門収支

透析部門 金額 (円 ) ｍ
鋤

競
」

呂薬 収 益

g案費用

1材 料費

1給与贅

[重塁撃

睦墾磐量
lその他医典費用

反支 養額

E案外 収益

匿案外費用

t収支 差額

寿院数 ヽ

平均入院廷べ患者敗 ヽ

平均外来延べ轟者敷 ヽ

医薬外収益

E案外費用

電収支差饉

日院敗 ヽ

平均入院砥べ壼者敷 ヽ

平均外来延べ患者数 ヽ

(注 )レセプト診療科と同様の方法で透析部門・健診部門の収支を算定した。なお、この計算結果は両部門の収支算定のためのデータが正確に調査

できた病院のみについて集計したものである。

健診部門 金猥 (円 )

E案収 益

医薬費用

1委託軍

1設備関揉費
|その他医薬費用

収支差額



計算結果 (図解 )

患者一人一日当たり医業収益 。医業費用分布 (レセプト診療科)

内科における一人一 日当たり医棄収益/医業費用分布 精神科における一人一日当たり医実収益/医薬費用分布

陸葉 収 姜 (円 )

神経内科における一人一日当たり医葉収益/医集費用分布

医葉収益 (円 )

胃腸科における一人一 B当たり医葉収益 /医 薬費用分布
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外科における一人一日当たり医業収益/医薬費用分布
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小児外科における一人,日 当たり医葉収益/医業費用分布
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こう門科における一人一 B当 たりE栞 収益/E栞 費用分布

整形外科における一人一日当たり医薬収益/医薬費用分布
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医薬収益 (円 )
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形成外科における一人一日当たり医業収益/医業費用分布
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皮膚科における一人一 日当たり医薬収益/医黎費用分布

医葉収益 (円 )

産婦人■lに おける一人一日当たり睡菓収益/医薬費用分布

医業収益 (円 )

泌尿器科における一人一日当たり医薬収益 /医棠費用分布

医彙収益 (円 )

産科における一人一日当たり医案収益/医 業費用分布

医奥 収■ (円 )
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医彙収益 (円 )

放射線科における一人一日当たり医薬収益/医業責用分布

医東 収益 (円 )

ア囲峠
‐
科における一人一日当たり医典収益/医 貫費用分布

医薬収益 (円 )

眼科における一人一日当たり医業収益/医薬費用分布

E共収益 (円 )

麻酔科における一人一日当たり医薬収益/医薬費用分布

医業収益 (円 )
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リウマチ科における一人一日当たり医薬収益/医 薬費用分布

医薬 収 益 (円 )

医業収益 (円〕

心療内科における一人一日当たり医薬収益/医薬費用分布

医薬収益 (円 )

婦人科における一人一 日当たり医薬収益/医薬費用分布
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2_患者一人一日当たり医業収益・医薬費用分布

内科群における一人一日当たり医薬収益/医 薬費用分布

(診療科群)

小児科群における一人一日当たり医薬収益/医薬費用分布

医薬収益 (円 )

題婁 収 益 (円 )

医彙収益 (円 )
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医薬 収益 (円 )

皮膚科群における一人一日当たり医薬収益/医業費用分布

医業収益 (円 )

外千キ群における一人一 日当たり医薬収益/医薬費用分布

医彙収 益 (円 )

an科群における一人一日当たり医葉収益 /医葉費用分布
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麻酔■4群 における一人一日当たり医薬収益/医 業費用分布

医薬収 益 (円 )

収支率の分布 (レセプ ト診療科 )
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4.収支率の分布 (診療科群 )

¨
“
¨
麟^‘̈ヨ』嘔」颯“
¨
¨
颯

“
Ｍ
“
”
“
“
“
鵬
¨
”
」

“
“
鴎
Ｍ
臨
田
“
“
“
」
“

冊

¶

¨
ｍ
ｍ
“
“
¨
“
」
“
“
“

ど
=  

置L  L』   E・J  HH  LEJ



3:
::
;:
:ヨ

::
:

,,
33
:;
:ョ

3;
:

ユ
,彗

:|
::
33
ヨ

;

:ヨ
::
3菫

;g
ョ

量
:



ｍ
ｍ
“
“
“
”
軸
“
“
“
臨

“
”
“
瀑
“
”
“
“
”
諄
“

等価係数

給与費等価係数1

¨
“
“
“
“
“
一
“
“
靡
〔

“
”
“
“
“
“
“
“
“
い
“

榔̈
¨

卸̈
¨

卸
馴
鯛

(1)手術

”̈
¨

中̈
¨

継
数
供

初ｍ卿
静
咄珊



呻̈̈ 莉中山
醍
薇
カ

赫
数
カ

助枷
爾

ｍ
ｍ
ｍ

颯［咄
鰤
数
カ

雄
飲
ハ

枷柵船

”̈
¨

廟出帥
珈̈
¨

賢貯lllF11lFI「lFI(綱 )|([]‐



錮̈
¨

”餞ω
賊
徹
供

初鯛ｍ
齢鵠詢

職
数
は

神強ω
鮨
贈
却

潮
蝸柵

絆
輌棚

嗣

籠ぽ躊 樋
強
供

詢
印
刷

懸
ｍ帥

瑯”州
臨
織
仏

勧
ｍ
鋼

貯
馴
輛

※等価係数は、K633ヘルニア手術を基準 (100)と して相対化 した値である。

当該手術の給与 費平均

当該手術の等価係数=

K633の給与費平均



(2)検査
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カ
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※等価係数は、D308胃 ・十二指腸 ファイバースコピー を基準

した値である。

当該検査の給与費平均

(100)と して相対化

当該検査の等価係数 =

D308の 給与費平均



(3)画像診断

”̈
¨

※等価係数は、E200コ ンピュータ=断層撮影を基準 (100)と して相対化した値で

ある。

当該画像診断の給与費平均

当該画 像診断の等価係数 =

E200の 給与費平均

※本年度調査で発生したサービスのうち、給与費等価係数の存在する割合は以下の

とおりである。

サービス種類

前

検 査

(参考)材料費等価係数

(1)手 術

腋 |(艦 )

徽 |(総 )

支膚切DR術



洲 ヨ 戯 軒

事 鷺 　 一 （ 粕 唱 鰊 昭 ｐ ）



は |(爛 1)

※等価係数は、K633ヘルニア手術を基準 (100)と して相対化した値である。なお、

材料費等価係数は診療報酬点数を用いて算出している。

当該手術の等価係数

当該手術の材料費 (点 数)平均

K633の材料費 (点数)平均

※等価係数 は、D308胃 ・十二指腸 ファイバースコ ピーを基準 (100)と して相対イヒ

した値である。なお、材料費等価係数は診療報酬点数 を用いて算出 している。

当該検査の材料費 (点数)平均

手術材料費

瞬 道的 レーザー前立腺切除 Fl

n立嗅悪性睡月手術

子宮頚都摘出術 〔饉都切断術を含む )

讀管裂創桂合術 (分娩時)

(2)検査

検査名称
糠 |(艦 ,

ユ

当該検査の等価係数=
D308の材料費 (点数)平均
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③

医療機関の部門別収支に関する調査の今後の方針について(案 )

1.経緯

「医療機関の部門別収支に関する調査」は、平成 15年 3月 28日 の閣議決定に

基づき、診療報酬体系に医療機関のコスト等を適切に反映させるため、医療機関

の診療科部門別収支の統一的な計算手法を開発することを目的とし、平成 15年

度から調査研究を開始した。

※健康保険法等の一部を改正する法律附1則第 2条第 2項の規定に基づく基本方多|

(平成 15年 3月 28日  閣議決定)

第3 診療報酬体系

3 具体的な方向

(2)医療機関のコスト等の適切な反映

入院医療について必要な人員配置を確保しつつ、医療機関の運営や施設に

関するコスト等に関する調査・分析を進め、疾病の特性や重症度、看護のど、

要度等を反映した評価を進めるとともに、医療機関等の機能の適正な評価を

進める。

2平 成 20年度調査に関する評価について

以後、「医療機関のコスト調査分科会」において研究。検討を重ね 、平成20年

度においては、平成19年度までの成果を用いた「調査」を試行的に行つた。

その結果は、平成19年度までの研究での結果と概ね同様の傾向を示すなど、

調査結果も安定しており、「精度の高い調査となった」と評価することができる。

3課題

一方、これまでの取り組みにおいて、

① 調査客体となり得る医療機関が結果的に DPC対象病院、準備病院に

限られてきている、

② 調査項目によつては本調査のために別途データを取るなど、調査客体

医療機関の負担が大きい、

といつた課題が生じているところである。

今後、本調査を平成15年 3月 の閣議決定を踏まえた診療報酬改定の基礎資

料としていくためには、これまでの取り組みの成果を生かしつつ、経営規模や

DPC採用の有無に左右されない、可能な限り多様な医療機関のデータを用いる

ことができるよう、医療機関にとつてより調査参加が容易なものとすべきと考えら

れる。
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4今後の方針 (案 )

以上のことを踏まえて、平成21年度においては、平成20年 度調査に参加し、

最後まで調査に参加した医療機関及び途中で調査を辞退した医療機関に対し、

本調査における負担や問題点等を調査し、その結果を参考に今後の調査に向け

た簡素化の方法について検討してはどうか。
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